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８
月
１
日
か
ら
の

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
、
保
険
証
と
一
緒
に
一

部
負
担
金
（
医
療
費
自
己
負
担
分
）
の
割
合
を
示
す
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
提
示

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
か
た
に
は
、
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

負
担
割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

注　
　
意

●�

高
齢
受
給
者
証
は�

	

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
は
、
世
帯
主
の
宛
名

で
郵
送
し
ま
す
。
世
帯
主
が
高
齢
受
給

者
証
の
交
付
対
象
者
で
は
な
い
世
帯
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

生
年
月
日
が
昭
和
22
年
８
月
１
日

以
前
の
か
た
に
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん

生
年
月
日
が
昭
和
22
年
８
月
１
日
以

前
の
か
た
は
、
８
月
１
日
以
降
は
高
齢

受
給
者
証
が
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
か
た
に
は
、
75
歳
の
誕
生

日
ま
で
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」
を
郵
送
し
ま
す
。
75
歳
の
誕
生

日
以
降
は
、
こ
の
保
険
証
１
枚
の
み
で

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
来
年
の
７
月
31
日
ま
で
の
間

に
75
歳
に
な
る
か
た
の
高
齢
受
給
者
証

は
、
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
課
国
保
係　
☎
43
‐
７
０
４
７

負
担
割
合

現
役
並
み
所
得

の
か
た

３
割

現
役
並
み
所
得

以
外
の
か
た

２
割

※�

現
役
並
み
所
得
の
か
た
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
２
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
以
降
の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
令
和
３

年
中
の
収
入
・
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
高
齢
受

給
者
証
の
「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
分
が
ど
の
負
担
割
合
に
該
当
す
る
か
は
、
下
記
の

表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

見 本見 本
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ご
利
用
く
だ
さ
い
！
　
限
度
額
適
用
認
定
証

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
一
部
負
担
金
の
請
求
が
月

ご
と
に
所
定
の
限
度
額（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）に
抑
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

※�

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
４

年
７
月
31
日
で
す
。

※�

８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
か
た
は
、
８
月
１
日
以

降
に
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交
付
に
は�

�

申
請
が
必
要
で
す
！

国
保
加
入
者
で
希
望
す
る
か
た
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

★
申
請
に
必
要
な
も
の

•	

保
険
証

•	

高
齢
受
給
者
証（
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
）

※�

転
入
し
た
か
た
は
、
転
入
前
の
市
町
村
発
行
の
所

得
と
課
税
状
況
が
わ
か
る
証
明
書
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
申
請
場
所

○
保
険
課
国
保
係

○
比
内
・
田
代
総
合
支
所

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

医
療
費（
一
部
負
担
金
／
月
額
）が
所
定
の
限
度
額

に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯

•	

70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
で
、
世
帯
主
及
び
国
保

加
入
者
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
か
た

（
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
非

課
税
で
あ
る
こ
と
）

市
民
税
非
課
税
世
帯　
低
所
得
Ⅱ

•	

国
保
高
齢
受
給
者（
70
～
74
歳
）で
、
世
帯
主
及
び

国
保
加
入
者
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
か

た
市
民
税
非
課
税
世
帯　
低
所
得
Ⅰ

•	
国
保
高
齢
受
給
者
で
、
世
帯
主
及
び
国
保
加
入
者

全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
り
、
※
前
年
中
の
基

準
所
得
が
０
円
の
世
帯
の
か
た

※�

前
年
中
…
令
和
４
年
８
月
１
日
以
降
に
交
付
す
る

場
合
は
「
令
和
３
年
中
」

※�

基
準
所
得
が
０
円
…
一
人
世
帯
で
年
金
収
入
の
み

の
場
合
は
収
入
が
80
万
円
以
下

限
度
額
適
用
認
定
証

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
医
療
費
が
所
定
の
限
度
額
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

一
般
世
帯
・
上
位
所
得
世
帯

•	

70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
で
、
世
帯
主
及
び
国
保

加
入
者
の
中
に
市
民
税
課
税
者
が
い
る
世
帯
の
か

た
現
役
並
み
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ

•	

国
保
高
齢
受
給
者
で
、

世
帯
内
に
70
～
74
歳
か

つ
市
民
税
課
税
標
準
額

が
１
４
５
万
円
以
上
６

９
０
万
円
未
満
の
国
保
加
入
者
が
い
る
か
た

国
保
高
齢
受
給
者（
70
歳
～
74
歳
）で
区

分
が
一
般
の
か
た
お
よ
び
現
役
並
み
所
得

Ⅲ
の
か
た
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
は
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
等
で
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
す
れ
ば
、

医
療
費
が
所
定
の
限
度
額（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）に
抑

え
ら
れ
ま
す
。

事
前
に
区
分
を
知
り
た
い
か
た
は
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

保
険
課
国
保
係　
☎
43
‐
７
０
４
７
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医療機関での自己負担限度額（月額）医療機関での自己負担限度額（月額）

★70歳未満のかた★
所得区分 総所得金額等※ 区分 ３回目までの限度額 ４回目からの限度額

（過去12カ月）

上位所得世帯
901 万円超 ア 252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）× 1％ 140,100 円

600 万円超 
901 万円以下 イ 167,400 円＋（総医療費− 558,000 円）× 1％ 93,000 円

一 般 世 帯
210 万円超 
600 万円以下 ウ 80,100 円＋（総医療費− 267,000 円）× 1％

44,400 円
210 万円以下 エ 57,600 円

市民税非課税世帯 オ 35,400 円 24,600 円

総所得金額等＝総所得金額（収入総額－必要経費－給与所得控除－公的年金等控除）－基礎控除（43万円）
•	所得の申告がない場合は、区分「ア」になります。
•	同じ医療機関で入院・外来・歯科がある場合や、複数の医療機関で受診している場合などは、それぞれ
で21,000円以上の支払いがあれば合算します。21,000円未満のものは対象外です。
•	同じ世帯の２人以上のかたに支払いがある場合は、21,000円以上の支払いがあれば合算できます。

★70歳以上のかた★
所得区分 市民税課税標準額 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者Ⅲ 690 万円以上
現役並み所得者は
外来（個人単位）

なし

252,600 円＋（総医療費− 842,000 円）×１％
（過去 12 カ月間で 4 回目からは 140,100 円）

現役並み所得者Ⅱ 380 万円以上 
690 万円未満

167,400 円＋（総医療費− 558,000 円）×１％
（過去 12 カ月間で 4 回目からは 93,000 円）

現役並み所得者Ⅰ 145 万円以上 
380 万円未満

80,100 円＋（総医療費− 267,000 円）×１％
（過去 12 カ月間で 4 回目からは 44,000 円）

一　　　般 145 万円未満 
の課税世帯※

18,000 円
◆年間 144,000 円

57,600 円
（過去 12 カ月間で 4 回目からは 44,400 円）

低所得者Ⅱ
Ｐ２参照 8,000 円

24,600 円

低所得者Ⅰ 15,000 円

※�世帯収入の合計額が520万円(1人世帯の場合は383万円)未満の場合及び旧ただし書き所得の合計額が
210万円以下の場合も含む。
◆�年間上限額は、８月診療分から翌年７月診療分の１年間で計算します。申請の対象となるかたには、市
から通知をお送りします。

国民健康保険一部負担金徴収猶予及び免除制度
　次のような事情により生活が著しく困難となった場合は、一部負担金の徴収猶予または免除を受け
ることができます。
　①�震災、風水害、火災その他これらに類する災害により死亡、または障害者となった、もしくは資

産に重大な損害を受けたとき
　②�干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作、不漁その他これらに類する理由により収入が減少
したとき

　③事業または業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき

　要　件
　入院療養を受ける被保険者がいること
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令
和
４
年
度
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
２
回
お
届
け
し
ま
す

現
在
ご
使
用
の
被
保
険
者
証
が
７
月
31
日
で
有
効
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
４
年
10
月
か
ら
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
に
、
新
た
に

「
２
割
」
の
区
別
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
被
保
険
者
証
を
２
回
に
分
け
て
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
動
更
新
で
す
の
で
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
証
は
７
月
と
９
月
の�

	
２
回
お
届
け
し
ま
す

●
１
回
目
：
７
月
下
旬
送
付
予
定（
色
：
ね
ず
み
色
）

　
８
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
被
保
険
者
証
で
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
は
「
１
割
」
か
「
３
割
」
の
ど
ち

ら
か
で
す
。（
10
月
以
降
、
２
割
負
担
に
該
当
す
る
か
た

で
も
１
割
負
担
の
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。）

●
２
回
目
：
９
月
下
旬
送
付
予
定（
色
：
水
色
）

10
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
の
被
保
険
者
証
で

す
。10

月
以
降
、
２
割
負
担
に
該
当
す
る
か
た
に
は
、
被
保

険
者
証
に
「
一
部
負
担
金
の
割
合　

２
割
」
と
記
載
さ
れ

ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
／�
	

限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち
の
か
た
へ

一
部
負
担
割
合
が
１
割
の
か
た
の
う
ち
、
世
帯
員
全
員

が
市
民
税
非
課
税
の
か
た
は
、
１
カ
月
の
医
療
費
一
部
負

担
額
と
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
に
な
る
「
限
度
額
適
用

･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
部
負
担
割
合
が
３
割
の
か
た
の
う
ち
、
課
税
所
得
６

９
０
万
円
未
満
の
か
た
は
、
１
カ
月
の
医
療
費
一
部
負
担

額
が
減
額
に
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
引
き
続
き
該
当

と
な
る
か
た
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
と
一
緒
の

台
紙
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
お
使
い
く
だ

さ
い
。

現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
に
は
、
認

定
証
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
と
な
る
と
思
わ
れ
る
か

た
で
、
交
付
を
希
望
す
る
か
た
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
決
定
通
知
書
が
７
月
中
旬
に
届
き
ま
す

令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）か

普
通
徴
収（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
徴
収
）で
の

納
付
に
な
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
か
た
は
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
を
希
望
す
る
か
た
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て

○
今
年
度
の
保
険
料
の
計
算

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
加
入
者
全
員
に

等
し
く
納
め
て
い
た
だ
く
均
等
割
額
４
万
４
３
１
０
円

と
、
被
保
険
者
本
人
の
基
礎
控
除（
43
万
円
）後
の
総
所
得

金
額
等
×
８
・
27
％
の
所
得
割
額
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
間
保
険
料
の
限
度
額
は
66
万
円
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
保
険
料
決
定
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。申

請
・
問
い
合
わ
せ

保
険
課
医
療
給
付
係　
☎
43
‐
７
０
４
６

75歳以上
のかた

１回目：７月下旬送付
ねずみ色

【有効期限】
令和４年９月30日

２回目：９月下旬送付
水色

【有効期限】
令和５年７月31日
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正
し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う

整
骨
院
・
接
骨
院
は
、
国
家
資
格
を
持
つ
「
柔
道
整
復

師
」
が
施
術
を
行
う
施
設
で
、
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、

診
療
所
な
ど
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
医
療
機
関
で

受
診
す
る
の
と
同
様
に
、
窓
口
で
保
険
証
を
提
示
し
、
一

部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で
施
術
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

た
だ
し
、
保
険
証
を
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

保
険
証
が
使
え
る
場
合

•	

打
撲

•	

捻
挫

•	

挫
傷（
肉
離
れ
な
ど
）

•	

骨
折
、
脱
臼
の
応
急
手
当
て�

（
応
急
手
当
て
以
外
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

•	

疲
労
性
、
慢
性
的
な
要
因
か
ら
く
る
肩
こ
り
や
筋

肉
疲
労

•	

脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
、
症
状
の
改
善

が
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

•	

病
気（
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾
患
）に
よ
る
凝
り
や

痛
み

•	

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
が
仕
事
中
や
通

勤
途
中
に
け
が
な
ど
を
し
た
場
合（
労
災
で
補
償
）

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

①
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う

整
骨
院
や
接
骨
院
で
施
術（
治
療
）を
受
け
る
と

き
は
負
傷
の
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

②
保
険
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の
に
は�

	

保
険
証
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
同
時
期
に
保
険
医
療
機

関（
病
院
、
診
療
所
な
ど
）で
の
治
療
と
柔
道
整
復

師
の
施
術
を
重
複
し
て
受
け
た
場
合
は
、
原
則
と

し
て
施
術
料
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

③
施
術
が
長
引
く
場
合
は
医
師
の
診
断
を

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
内
科
的
な
要
因

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

④
施
術
内
容
を
確
認
し
て
か
ら
署
名
し
ま
し
ょ
う

療
養
費
支
給
申
請
書
へ

の
署
名
は
柔
道
整
復
師
が

患
者
に
代
わ
っ
て
保
険
請

求
を
行
う
た
め
に
必
要
で

す
の
で
、
内
容
を
よ
く
確

認
し
、
ご
自
身
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
領
収
書
は
必
ず
受
け
取
り
、
保
管
し
ま
し
ょ
う

領
収
書
は
必
ず
も
ら
っ
て
保
管
し
、
市
が
送
付

す
る
医
療
費
通
知
書
で
回
数
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
や
高
額
療
養
費
の
申

請
の
際
に
も
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ�

	

保
険
課
国
保
係　
☎
43
‐
７
０
４
７

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の�

	

施
術
を
受
け
ら
れ
る
か
た
へ

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
保
険
で

受
け
る
場
合
は
、
医
師
の
同
意
書
ま
た
は
診
断
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
疾
患
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
は
り
・
き
ゅ
う

•	

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
頸
腕
症
候
群
、
五
十
肩
、
腰

痛
症
、
頸け
い

椎つ
い

捻
挫
後
遺
症（
む
ち
打
ち
症
）の
６
疾
患

※�

医
療
機
関
で
同
一
傷
病
を
治
療
中
の
場
合
は
対
象
外

●
マ
ッ
サ
ー
ジ

•	

関
節
拘
縮
、
筋
麻
痺
の
２
症
状

※�

医
療
機
関
で
同
一
傷
病
を
治
療
中
の
場
合
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

受
領
委
任
制
度
に
つ
い
て

「
受
領
委
任
制
度
」
と
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
に
つ
い
て
、
施
術
者
等
が
患

者
に
代
わ
っ
て
、
保
険
者
に
対
し
、
療
養
費
の
支
給

申
請
を
行
う
制
度
で
す
。

以
前
は
施
術
費
用
は
患
者
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担

し
、
あ
と
か
ら
一
部
負
担
金
以
外
の
費
用
の
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
（
療
養
費
払
い
）
が
原
則
で
し
た

が
、
現
在
で
は
、
地
方
厚
生
局
長
か
ら
受
領
委
任
の

取
り
扱
い
を
認
め
ら
れ
た
施
術
者
等
に
掛
か
っ
た
場

合
は
、
窓
口
で
一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で
施
術

が
受
け
ら
れ
ま
す
。



［6］令和 4年 7月号

国

保

か

ら

の

ご

案

内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
世
帯
に
所
定
の
減
免
基
準
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
を
減
免
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
世
帯
●

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
納
税
義
務
者（
生
計
維
持
者
が
別
に
い
る
場
合
は
そ
の
か
た
を
含
む
）が
死

亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
納
税
義
務
者
の
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
ま
た
は
給

与
収
入
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
次
の
ア
か
ら
ウ
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

ア
・
事
業
収
入
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
減
少
額
が
前
年
の
当
該
事
業
収
入
等
の
額
の
10
分
の
３
以
上

イ
・
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下

ウ
・
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

※
年
金
収
入
の
み
の
か
た
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

●
申
請
書
類
●

①
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書

②
令
和
４
年
分
収
入
見
込
申
告
書

③
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類（
出
納
帳
・
給
与
明
細
な
ど
の
写
し
）

④
令
和
３
年
分（
１
月
～
12
月
）の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類（
確
定
申
告
書
・
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
写
し
）

※
①
・
②
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

収
入
確
認
書
類
は
、
原
本
で
は
な
く
複
写（
コ
ピ
ー
）し
た
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
方
法
●

窓
口
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
郵
送
で
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
中
連
絡
の
つ
く
連
絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

〒
０
１
７
‐
８
５
５
５　
大
館
市
字
中
城
20
番
地　
大
館
市
役
所

税
務
課
市
民
税
係（
減
免
申
請
）　
☎
43
‐
７
０
３
３ 

保
険
証
の
紛
失
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い

保
険
証
を
紛
失
し
た
た
め
、
再
交
付
申
請
を
す
る
か
た

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
の
際
は
、
必

ず
保
険
証
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
は
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
な
ど
、
加

入
者
の
重
要
な
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険

証
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
険
証
の
再
交
付
申
請
件
数

•	

令
和
２
年
度　
２
５
４
件

•	

令
和
３
年
度　
２
４
２
件

国
保
保
険
証
を
紛
失
し
な
い
た
め
に

•	

保
険
証
の
更
新
時
期
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

新
し
い
保
険
証
は
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
右
上
に

記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
の
１
～
２
週
間
前
に
、
世
帯
主
の

宛
名
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
１
～
２
週
間

前
は
、
郵
便
物
を
こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

•	

届
い
た
保
険
証
は
封
筒
か
ら
出
し
て
保
管
し
ま
し
ょ
う

封
筒
に
保
険
証
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
他
の

郵
便
物
を
廃
棄
す
る
と
き
に
誤
っ
て
一
緒
に
廃
棄
し
て
し

ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
封
筒
か
ら
出
し
て
保
管
し

ま
し
ょ
う
。



［7］ 令和 4年 7月号

地
域
で
取
り
組
む
高
齢
者
の
『
フ
レ
イ
ル
予
防
』	

保
険
課
医
療
給
付
係　
☎
43
‐
７
０
４
６

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は

高
齢
者
の
保
健
事
業
と�

	

介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施

75
歳
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、
国
民
健
康
保
険
や
健

康
保
険
組
合
等
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
と
移
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
移
行
時
に
被
保
険
者
の
情
報
が
連
携
さ
れ

な
い
こ
と
や
医
療
保
険
者
に
よ
る
保
健
事
業
と
介
護
保
険

者
に
よ
る
介
護
予
防
事
業
が
別
々
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、
健
康
状
況
や
生
活
機
能
の
課
題
が
一
体
的
に
対
応
で

き
て
い
な
い
と
い
う
制
度
上
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
高
齢
者
の
心
身
の
多
様

な
課
題
に
対
応
し
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
実
施
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
や
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業

を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み

管
理
栄
養
士
や
保
健
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
専
門
職

が
、
地
域
に
出
向
き
、
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

サロン等での健康
講話、健康状態の
確認　など

生活機能
の改善

介護予防事業等

健康診査、訪問、
相談、保健指導
　　　　　など

疾病予防・
重症化予防

保健事業

一体的実施イメージ図

一体的にフレイル対策に取り組む

令和４年度は、大館（東中学区）・釈迦内・
長木・上川沿・十二所・花岡・矢立地区、
比内・田代地域で実施しています。

高齢期になって、心身の活力（筋力や運動能力、認知機能、社会活動など）が
低下した状態を『フレイル』といいます。フレイルは、健康と要介護の間にあ
る「虚弱」を指し、「要介護」になる危険があります。
しかし、早めに生活習慣を見直し、必要な医療を受けることで、「健康」な状
態に戻ることができます。

健康診査の結果や診療報酬明細書（レセプト）などを
地域の健康課題の整理・分析や対象者の把握に活用

• 低栄養予防

• 糖尿病性腎症重症化予防

• 高血圧症重症化予防

• 重複頻回受診や多剤服薬の保健指導

• 健康状態が不明なかたへの戸別訪問
  など

必要に応じて、必要なサービス（医療や介護など）を提供する関係機関へつなぐ

• フレイル予防の普及啓発
 （健康講話や健康相談）

• フレイルチェック測定など各種測定

• 質問票を用いての健康状態の確認
  など

高齢者に対する個別的支援
【ハイリスクアプローチ】

市民が集まる場への支援
【ポピュレーションアプローチ】

予
備
能
力

健　康 フレイル（虚弱） 身体機能障害

要支援・要介護になる
可能性が高い状態

放置していると
介護が必要な状態に

要支援・要介護状態

加　齢

生活習慣の見直しで
フレイルを予防できる

しっかり対策をすれば
健康な状態に戻れる



［8］令和 4年 7月号

健康だより

三度の食事からも水分補給
夏は水分の多い食品もオススメ
・トマト・きゅうり・すいか・ゼリー
・冷ややっこ・ところてん　など

熱中症予防のために

問い合わせ：福祉部健康課　☎ 42-9055

自家製経口補水液の作り方
水 500ml に塩 1.5g と砂糖 10g
を加える
※�レモン汁やグレープフルーツ
果汁を加えると飲みやすい

塩分の補給は？
大量の汗をかいたときは塩分も
大量の汗をかくと体内の水分と一緒に塩分
やミネラルも失われるので補給が必要。脱水
時は、経口補水液※などを利用するとよい。

※�経口補水液：脱水時の水分補給を目的に塩
分と糖分の濃度を調整したイオン飲料のこ
と。糖分が２％前後とスポーツドリンク（５
％）より少ない。

何を飲む？
水や麦茶が〇　アルコールは×
ビールに限らずアルコール類は利尿作用が
あり、飲んだ以上に尿に排泄されるため適さ
ない

いつ水分をとる？
喉が 渇く前に こまめに 
・寝る前（夜）と起きたとき（朝）
・朝食、昼食、夕食、間食のとき
・入浴するとき（出た後と入る前も）

どれくらいとる？
１日あたり 1.2 リットル
一気に大量に飲んだり、一日に 3～ 4 リッ
トル以上飲むなどすると血液中の電解質のバ
ランスが崩れてめまいや頭痛などの症状が出
ることがあるので注意が必要

体が暑さに慣れていないのに、急に気温が高くなると熱中症が起こりやすくなります。熱中症は夏の
強い日差しの下で激しい作業やスポーツをして起こるだけではなく高温多湿の屋内でも起こります。
熱中症の予防には体温の上昇と脱水を避けることが基本です。

なぜ水分が大切なの？
人間の体の約60％は水分だから

新生児
80％

乳児
70％

幼児
65％

成人男性
60％

成人女性
55％

高齢者
50～55％

大塚製薬ホームページから引用

成人だと
1日に 2.5リットルの水分が失われる
尿、便	 ⇒ 1.6 リットル
汗、呼吸	 ⇒ 0.9 リットル

失われた水分の補給は
飲み水でとる	 ⇒ 1.2 リットル
食べ物からとる	⇒ 1.0 リットル
体内で作る	 ⇒ 0.3 リットル


